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Absentee Ownership

放送大学附属図書館演習室にて。11月8日。報告:手島。出席:岡崎、岸、坂井。


ここで「信用 = 価格制度」とは何か? 

価格水準が単に物的生産物の市場における需給によって定まるだけではなく、信用の水準にも影響を受けることをあらわしている。


ここで、ビジネス新秩序の出発点を1890年代とヴェブレンは考えている。

これは、持株会社制度というものの新秩序での役割を重視したからであろう。


持株会社の特徴

不在所有と不在経営という不在主義のより完全な秩序

これら1、2、3の特徴は、後の「所有と経営の分離」そのものの指摘である。

バーリとミーンズが1932年に指摘することを、すでに1923年に行っていた。


不在経営とはなにか。

持株会社における兼任制などか?

持株会社において、不在主義は最高潮に達することになる。



市場の変化
    |
    |
産業的行き詰まり
    |
    |
産業的会社の変化


.240~

243~

246~

249~

.250~

.251~

.252~

(1890

)



ヴェブレンの「資本化」の考え方

生産拡張による資本化

信用拡張による資本化



合併---> 資産評価---> 収益能力 ---> 「再資本化」---> たとえば無形資産を基にした新株発行 ---> 信用拡張 ---> 


ハイルブロナー『世俗の思想家たち』のなかで、この巧みな利益取得の例が挙げられている。


「再資本化」の本質的な意味はどこにあるか?
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